
歳 出
●総務費
問 地区の統合と今後の地域自治につ
いて伺います。
答 人口減少や区長等役員の担い手不
足等に起因し、地区の要望により今年度
から尾島地区と世良田地区が統合に至り
ました。今後、地域自治が困難になってき
ている地区や行政区の調査に加え、合

ご う く

区
に誘導できるような指標の提示について
検討していきたいと考えます。
問 所管が多部局に渡るB

バ ス

USターミナ
ルおおた周辺施設の一体的な運用につ
いて伺います。
答 新たに市民会館前に整備された芝
生広場を活用した群馬クレインサンダー
ズのパブリックビューイング等、多面的な
にぎわいの創出に寄与する多彩な運用
方法を考えていきます。
■その他主な質疑、要望等
・マイナンバーカードの交付枚数の増
加に伴う証明書等のコンビニ交付サー
ビス導入の必要性について
・データ放送を活用した市政情報の効
果的な発信について
・コロナ禍において多忙を極める職員
へのカウンセラー相談および健康支援
体制について

●民生費
問 ひとり親世帯の貧困の主要因とされ
る養育費不払いを防止するため、調停申
し立てや公正証書作成の費用の一部を
助成することについて所見を伺います。
答 ひとり親世帯の養育費の確保が難
しいことは承知しています。貧困の連鎖を
断ち切るためにも、先進事例等を参考に
しながら助成の実施に向けて研究してい
きたいと考えます。
問 高齢者等特殊詐欺電話対策装置貸
与事業の実施状況を伺います。
答 昨年度から貸出要件を65歳以上の
高齢者世帯に緩和した結果、利用者の増
加につながりました。安心を実感する市民
の声や警察からの事業継続要望がありま
すので、一層の事業拡大を検討したいと
考えます。
■その他主な質疑、要望等
・生活保護受給者の健康管理支援に伴
う医療扶助費削減の目標設定について
・放課後児童クラブの分室による感染
症対策への支援について
・保育士修学資金貸付事業および保育
士奨学金返済支援事業の要件緩和や事
業延長について

●衛生費
問 新型コロナウイルス感染症ワクチン
接種事業に携わる職員の膨大な時間外
勤務の是正について伺います。

答 これまで人事異動や流動職員による
増員、アウトソーシング、全庁的な協力体
制等の対策を講じてきていますが、国の
要請に基づく65歳以上への早期のワクチ
ン接種や、本市独自のシステムの採用に
より負担増加を招くなど、過労死ラインを
超える時間外勤務が発生しています。市
民への早期のワクチン接種という最重要
課題に直面している折であり、実現に際し、
さらなる体制強化を図り、担当職員の時
間外勤務縮減に取り組みたいと考えます。
問 生ごみ処理機等の普及促進につい
て伺います。
答 生ごみの質量を大幅に減少させるこ
とができる処理機の活用は、ごみ減量化
の有効な手段です。導入促進を目的とし
た助成金制度を設けていますが、近年は
低廉で良質なものが出てきているため、
補助対象機器拡大に向けて研究していき
たいと考えます。また、新型コロナウイルス
感染症収束後は、各種イベントにおいて
実演を行うなど、広く周知を図りたいと思
います。
■その他主な質疑、要望等
・各種がん検診受診率向上を目的とし
た取り組みの効果および検証について
・狂犬病予防注射の確実な実施につい
て
・市内の救急指定病院に対する補助金
の在り方について
・下水道計画区域を対象とした浄化槽
設置整備事業補助金の在り方について

●労働費
■主な質疑、要望等
・老朽化した太田市勤労会館の建て替
えに向けた協議の進

しんちょく

捗状況について

●農林水産業費
問 農畜産物の地産地消の推進および
6次産業化について伺います。
答 農林水産省の統計によると、2020
年度における群馬県のホウレンソウ出荷
量が、統計開始以来初めて日本一となり、
ホウレンソウを原料とした商品開発やPR
には良いタイミングです。引き続き学校給
食として提供できる6次産業化商品の開
発を進めるとともに、群馬クレインサン
ダーズの試合会場での市内産農畜産物
販売を行うなど、普及促進に努めていき
たいと考えます。
問 ふれあい農園キャンプ場の施設整備
について伺います。
答 キャンプ場の堅調な利用に伴い、要
望が多く寄せられた洗い場の増設のほか、
照明施設整備や自動販売機設置等の積
極的な整備を行いました。今後は防犯施
設整備を予定し、貸出区画増設について
も検討したいと思いますが、浸水想定区
域に立地するリスクを勘案し、できる範囲
の整備としたいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・有害鳥獣対策について
・梅田市有林の今後について
・地籍調査推進について

●商工費
問 事業者を対象とする新型コロナウイ

ルス感染症に係る施策の効果と課題につ
いて伺います。
答 商店リフォーム支援事業補助金は、
感染症対策のための工事を対象としたこ
とで申請件数が増加しています。発注先
が市内事業者であることを要件としたこ
とで、商店のコロナ対策のみならず、リ
フォーム工事請負業者の支援にもつなが
り、地域経済活性化に一定の効果があっ
たものと捉えています。一方で、各種支援
の実施に際し、多様な媒体を用いて支援
策の周知に努めるも、情報が行き届かず、
いかに対象者へ必要な情報を届けるかと
いう点において課題が鮮明になりました。
現状では、口コミが最も効果的な方法で
あると考えられるため、今後はSNSの有
効活用を図るとともに、商工団体との連携
を密にして、徹底した周知を図り、申請に
つなげたいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・プレミアム金券発行による経済効果
について
・感染症対策を講じた上での各種イベ
ント開催への考え方について

●土木費
問 通学路等の交通安全施設整備につ
いて伺います。
答 千葉県八

やちまた

街市の事故を受け、本市に
おける通学路の危険箇所について、通学
路安全推進会議からの要望に基づき、早
急な安全対策を進めています。道路の安
全対策は道路管理者の責務であり、計画
的な舗装の修繕や区画線の引き直し等
を引き続き行うとともに、横断歩道等の路
面標示を管理する公安委員会等の関係
機関と連携を密にし、限られた予算の中
で効率良く交通安全施設整備の推進を
図りたいと考えます。
問 太田駅南口第二地区第一種市街地
再開発事業の検証について伺います。
答 評価項目が多岐にわたること等を考
慮し、令和4年度に専門コンサルタントへ
の委託により詳細な事業効果を検証する
予定です。市街地再開発事業には、市か
ら多額の補助金が交付されることから、
今後は地価や固定資産税等の推移など
を把握することにより、本市への事業効果
を早期に検証し、次の再開発事業へつな
げていきたいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・木造住宅耐震化診断・耐震改修補助
事業利用者の住宅リフォーム支援事業
併用に係る申請期間について
・市営住宅における刈

か り く さ

草の処分方法の
統一について

●消防費
問 高機能消防指令センター中間更新
事業の進捗状況について伺います。
答 令和2年度は中間更新に向け、コン
サルタントへ評価分析業務を依頼し、必
要な機器の精査、概算額の見直し、適正
な業務委託仕様書案の作成を行いまし
た。今後のシステム更新により、不具合な
く安定稼働が継続できるよう努めたいと
考えます。
問 N

ネットいちいちきゅう

et119緊急通報システム登録者の

特　別　会　計
公営企業会計

●八王子山墓園特別会計
問 今後の八王子山公園墓地の拡張に
ついて伺います。
答 八王子山公園墓地は依然として需
要が高く、第2次太田市総合計画第6次
実施計画に拡張事業を盛り込むよう要望
しています。事業実施に際しては、近隣住
民への丁寧な説明を行い、理解を得た上
で進めたいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・墓地管理料滞納者からの時効の援用
により債権が消滅した際の墓石の取り
扱いについて

●介護保険特別会計
問 地域包括支援センターを9圏域内で
の設置へ変更したことについて伺います。
答 一元化によりサービス水準の維持が
図られる等の利点はありましたが、訪問場
所への移動に時間を要する等の課題もあ
りました。9圏域内での設置により、地域
の実情を把握しやすくなるなど、よりきめ
細やかなサービスの提供につながってい
ます。

困窮している学生を支援し、貧困の連鎖
を断ち切ることが重要であることから、連
帯保証人を不要とする取り扱いについて
前向きに検討したいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・学校給食費における滞納について

増加に向けた取り組みについて伺います。
答 ホームページ等による啓発のほか、
メール119の登録者を中心に登録依頼
を進め、相談を受けた先へ出向くなどして
登録につなげていきたいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・AED使用方法の動画配信について
・車中避難場所の市民への周知について
・女性防火クラブ発足の経緯と今後の
在り方について

●教育費
問 家庭におけるWi-Fi環境の整備が
困難な児童生徒へのモバイルルーター等
の貸与について伺います。
答 年度当初において約1割の家庭で
Wi-Fiが未整備でした。経済的な困窮等
の事情により整備できない家庭もあると
思われますので、実態を調査した上で必
要な援助をしていきたいと考えます。
問 第2子以降の学校給食費助成にお
いて、養育する子どもの人数から20歳以
上の子どもを除外することの是非につい
て伺います。
答 本市は子育て支援へ注力しており、
給食費助成の充実については十分に考
えていく必要があります。20歳以上の子
については、就労の有無や家庭の経済状
況等もさまざまであることから、関係部局
と協議しながら考え方を整理していきたい
と考えます。
■その他主な質疑、要望等
・スクールカウンセラーやヤングテレホ
ンなどの相談業務充実について
・コロナ禍における運動会や修学旅行
等の実施に向けた考え方について
・藪塚本町南幼稚園における障がい児
の受け入れ状況とバリアフリー化につ
いて
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